
ふじさわ市議会だよりNo.221ฏ੒��೥ʢ����೥ʣ�݄��೔ᾇᾉ

①
今
後
の
ࡒ
政
運
営
は
ま
す

ま
す
ݫ
し
く
な
る
た
め
、
公

会
計
改
ֵ
を
行
い
特
定
ࡒ
源

の
確
保
、
基
金
の
積
み
立
て

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
。
②

ふ
る
さ
と
ೲ
੫
は
、
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方

も
取
り
入
れ
早
急
に
対
応
を
。

③
家
庭
防
災
の
日
を
設
定
し

て
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
。

④
自
స
車
の
ަ
通
安
全
の
推

進
に
向
け
、
ܯ
察
と
の
連
携

ڧ
化
や
安
全
教
室
の
拡
充
を
。

⑤
ަ
通
ौ
଺
؇
和
の
た
め
、

レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
導
入
の

検
討
を
。
⑥
国
が
進
め
る
ロ

ボ
ッ
ト
産
業
の
実
証
実
験
に

本
市
の
企
業
な
ど
が
積
極
的

に
参
加
で
き
る
よ
う
支
援
を

ڧ
化
す
る
こ
と
。
⑦
子
ど
も

の
ශ
困
対
策
と
し
て
、
学
श

支
援
の
拡
充
を
。
⑧
子
育
て

支
援
情
報
の
提
供
は
、
各
ݸ

人
に
応
じ
た
き
め
ࡉ
か
い
発

①
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向

け
、
元
気
バ
β
ー
ル
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
。
②
ふ
じ

さ
わ
॓
ަ
流
館
と
藤
ᖒ
ු
ੈ

ֆ
館
は
、
費
用
対
効
果
を
検

証
し
、
郷
土
愛
を
象
௃
す
る

取
り
組
み
と
す
る
こ
と
。
③

市
民
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
が

中
心
と
な
り
、
住
民
協
働
に

よ
る
十
三
地
区
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
。
④

積
極
的
に
自
主
ࡒ
源
の
確
保

を
図
る
な
ど
、
ক
དྷ
に
わ
た

り
持
続
可
能
な
ࡒ
政
構
଄
を

確
立
す
る
こ
と
。
⑤
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
全

ൠ
に
つ
い
て
、
廃
止
を
視
野

に
ൈ
本
的
に
見
直
す
べ
き
。

⑥
資
源
収
集
事
業
の
委
ୗ
拡

大
に
つ
い
て
、
藤
沢
市
興
業

公
社
な
ど
民
間
活
力
へ
の
拡

大
を
検
討
す
る
こ
と
。
⑦
藤

沢
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
は
、
市
民
に
安
心
感
と
し

て
ಧ
け
る
未
དྷ
に
向
け
た
基

൫
と
し
て
構
築
す
る
こ
と
。

⑧
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の
推
進
事

業
に
多
面
的
に
取
り
組
み
、

介
護
現
場
で
の
充
実
化
や
国

際
戦
略
化
に
つ
な
が
る
事
業

を
拡
充
し
、
未
དྷ
に
向
け
た

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
。
ᶋ
ཱྀ
行
形
態
が
ݸ

人
ཱྀ
行
へ
推
Ҡ
し
て
い
る
外

国
人
؍
光
٬
に
向
け
、
提
案

型
の
؍
光
案
内
を
推
進
す
る

こ
と
。
ᶌ
ԕ
藤
葛
原
線
を
初

め
と
す
る
各
छ
道
路
は
、
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
各
地
区
の

発
展
の
た
め
、
ࡒ
政
計
画
を

考
慮
し
整
備
に
努
め
る
こ
と
。

ᶍ
藤
沢
市
歌
は
、
全
て
の
小

中
学
校
で
歌
え
る
よ
う
に
教

え
る
べ
き
。
ᶎ
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
の
た
め
に
Կ
を

す
べ
き
か
を
考
え
、
子
ど
も

の
心
と
স
إ
を
守
る
こ
と
。

ᶏ
元
気
な
地
域
づ
く
り
に
向

け
て
、
マ
ル
チ
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
る
総
合
的
な
健

康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
。

①
東
ژ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
向
け
、
ߐ
の
ౡ
周
辺
住
民

の
説
明
会
や
意
見
ަ
換
を
行

い
、
課
題
が
出
た
場
合
は
十

分
ଚ
重
す
る
こ
と
。
②
地
区

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
連

བྷ
協
議
会
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

声
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
充
実

に
つ
な
げ
る
こ
と
。
③
キ
ュ

ン
と
す
る
ま
ち
藤
沢
ロ
ΰ
マ

ー
ク
を
市
民
が
広
く
自
由
に

࢖
用
で
き
る
た
め
の
検
討
を
。

④
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
。
⑤

「
地
域
の
ԑ
ଆ
」
は
適
正
に

配
置
し
、
運
営
฼
体
の
બ
定
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①
市
政
運
営
を
担
う
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
た

め
、
住
居
手
当
の
廃
止
、
見

直
し
は
慎
重
に
。
②
公
会
計

改
ֵ
に
伴
い
、
課
別
、
事
業

別
の
ࡒ
務
ॾ
ද
導
入
を
。
③

ϔ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
等
の
ഉ
外

主
ٛ
を
あ
お
る
行
ҝ
が
起
き

な
い
よ
う
取
り
組
む
こ
と
。

④
ߐ
の
ౡ
ౡ
内
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
は
、
障
が
い
者
や
高

齢
者
等
の
意
見
を
聞
き
、
課

題
共
有
し
な
が
ら
進
め
る
こ

と
。
⑤
民
間
企
業
に
お
け
る

合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
も
周

知
啓
発
を
。
⑥
ジ
ョ
ブ
チ
ャ

レ
ふ
じ
さ
わ
の
ϊ
ウ
ϋ
ウ
を

共
有
し
て
庁
内
の
障
が
い
者

ޏ
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
。
⑦

藤
沢
॓
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

は
、
関
係
部
໳
が
連
携
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
。
⑧
市
民

会
館
の
機
能
維
持
の
た
め
、

予
防
保
全
の
考
え
の
も
と
必

要
に
応
じ
て
大
規
模
修
સ
を
。

ᶋ
文
化
ܳ
ज़
振
興
施
策
に
関

す
る
計
画
等
の
策
定
に
つ
い

て
前
向
き
な
取
り
組
み
を
。

ᶌ
困
難
を
๊
え
る
子
ど
も
へ

の
支
援
の
中
で
、
家
族
の
介

護
を
し
て
い
る
子
ど
も
の
存

在
を
認
識
し
、
寄
り
ఴ
っ
た

支
援
を
。
ᶍ
難
病
の
ࣇ
ಐ
生

ె
に
寄
り
ఴ
う
࢟
੎
を
持
ち
、

ࠔ
೉
๊
͑
ͨ
ࢠ
Ͳ
΋
ʹ

د
Γ
ఴ
ỳ
ͨ
ࢧ
ԉ
Λ

か
わ
せ
み
ク
ラ
ブ　

６
人

γ
ς
ỹ
ϓ
ϩ
Ϟ
ồ
γ
ἀ
ϯ

ൈ
ຊ
త
ͳ
ݟ
௚
͠
Λ

自
由
松
風
会　
６
人

Ո
ఉ
๷
ࡂ
ͷ
೔
Λ
ఆ
Ί

๷
ࡂ
ҙ
ࣝ
ͷ
޲
্
Λ

藤
沢
市
公
明
党　
６
人

正
し
い
知
識
を
ಘ
る
た
め
の

研
修
を
実
施
す
る
こ
と
。
ᶎ

教
職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
は
実
効
性
の
あ
る
取
り
組

み
に
。
ᶏ
教
員
の
負
担
軽
減

と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
確
保
の

た
め
、
小
学
校
に
お
け
る
情

報
機
ث
整
備
を
早
急
に
行
う

こ
と
。
ᶐ
病
ࣇ
保
育
の
実
現

に
向
け
て
課
題
解
決
に
取
り

組
む
こ
と
。
ᶑ
中
高
生
の
居

場
所
づ
く
り
事
業
の
拡
大
を
。

ᶒ
教
Պ
書
࠾
୒
に
お
い
て
は
、

現
場
の
教
員
に
よ
る
調
査
、

分
ੳ
の
結
果
が
生
か
さ
れ
る

仕
組
み
づ
く
り
を
。
ᶓ
ふ
じ

さ
わ
教
育
大
綱
は
、
さ
ら
に

論
議
を
深
め
て
策
定
す
べ
き
。

信
に
努
め
る
こ
と
。
ᶋ
子
ど

も
た
ち
の
安
全
安
心
な
通
学

路
の
確
保
に
੹
任
を
持
っ
て

対
応
を
。
ᶌ
高
齢
者
が
生
֔

生
き
生
き
と
生
き
る
こ
と
が

で
き
る
藤
沢
型
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
。
ᶍ

が
ん
検
診
の
受
診
率
の
向
上

に
向
け
、
リ
コ
ー
ル
事
業
の

対
象
拡
大
と
周
知
を
ڧ
化
す

る
と
と
も
に
医
療
機
関
の
診

療
時
間
等
の
拡
大
に
も
取
り

組
む
こ
と
。
ᶎ
ϖ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
ຖ
ि
回
収
の
早
期
全
市

実
施
を
。
ᶏ
非
正
規
社
員
の

଴
۰
改
善
を
促
す
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
助
成
金
の
周
知
拡
大

を
。
ᶐ
安
全
安
心
な
地
場
野

ࡊ
の
生
産
を
支
え
る
೶
業
の

担
い
手
支
援
と
新
た
な
六
次

産
業
の
঎
品
開
発
に
向
け
た

支
援
を
。
ᶑ
キ
ュ
ン
と
す
る

ま
ち
藤
沢
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

の
ダ
ン
ス
は
、
高
齢
者
施
設

や
障
が
い
者
施
設
を
๚
໰
す

る
な
ど
全
て
の
市
民
が
ָ
し

く
一
体
感
が
持
て
る
取
り
組

み
を
推
進
す
る
こ
と
。

に
あ
た
っ
て
は
慎
重
に
行
う

こ
と
。
⑥
市
民
೶
園
の
南
๺

の
利
用
率
格
差
解
消
を
。
⑦

ビ
オ
ト
ー
プ
の
維
持
؅
理
に

は
若
い
ੈ
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
必
要
な
た
め
、
養
成
事

業
の
拡
充
を
。
⑧
ܑ
ఋ
࢞
ຓ

が
同
じ
保
育
所
に
入
れ
る
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
。
ᶋ
超
高

①
こ
れ
ま
で
四
年
間
で
実
施

し
た
職
員
給
与
の
ಠ
自
削
減

は
道
半
͹
で
あ
り
、
ݫ
し
い

ࡒ
政
の
中
で
೧
出
し
た
削
減

分
二
十
億
円
は
、
子
ど
も
の

教
育
費
に
引
き
当
て
る
こ
と
。

計
画
中
の
建
設
事
業
を
全
て

行
う
と
充
当
可
能
な
一
ൠ
ࡒ

源
は
あ
と
数
年
で
マ
イ
ナ
ス

に
な
る
と
推
測
さ
れ
る
。
長

期
的
ࡒ
政
と
人
ޱ
動
態
等
を

公
ද
し
、
公
共
施
設
再
整
備

①
国
の
病
ࣇ
保
育
施
設
の
整

備
費
に
対
す
る
補
助
金
創
設

を
好
機
と
し
て
、
施
設
の
設

置
を
進
め
る
こ
と
。
②
小
ࣇ

医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
、

利
用
者
の
一
部
負
担
金
を
設

①
公
共
施
設
の
再
整
備
に
当

た
っ
て
は
、
໦
଄
も
比
較
検

討
し
て
積
極
的
に
࠾
用
し
、

そ
れ
に
伴
い
再
整
備
の
あ
り

方
を
再
検
討
す
べ
き
。
②
学

校
が
؅
理
主
ٛ
に
な
ら
な
い

よ
う
、
で
き
る
だ
け
一
学
ڃ

の
人
数
を
減
ら
し
、
能
力
別

①
公
共
施
設
の
再
整
備
に
つ

い
て
、
ま
だ
耐
用
年
数
が
࢒

っ
て
い
る
施
設
は
複
合
化
に

よ
る
整
備
対
象
と
せ
ず
、
ݹ

い
施
設
か
ら
順
次
市
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
て
整
備
す
べ

き
。
②
国
民
健
康
保
ݥ
料
は

最
௿
で
も
一
人
当
た
り
一
ສ

円
引
き
下
げ
る
べ
き
。
③
認

可
保
育
所
を
計
画
的
に
増
設

①
ࡒ
政
の
健
全
性
を
維
持
し
、

市
民
ニ
ー
ζ
に
的
確
に
応
え

ら
れ
る
市
政
運
営
を
。
②
三

大
୩
戸
以
外
の
市
内
緑
地
保

全
に
つ
い
て
も
早
急
な
取
り

組
み
を
。
③
学
校
現
場
に
お

い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
に
寄

り
ఴ
っ
た
対
応
の
充
実
、
ڧ

①
東
ژ
五
ྠ
大
会
を
機
に
、

受
動
喫
煙
防
止
を
全
庁
的
取

り
組
み
に
。
②
藤
ᖒ
ු
ੈ
ֆ

館
等
は
学
校
と
の
連
携
に
よ

齢
社
会
に
対
応
し
た
、
ご
み

出
し
の
負
担
軽
減
の
取
り
組

み
拡
充
を
。
ᶌ
新
た
に
導
入

予
定
の
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、

健
康
増
進
事
業
全
て
を
対
象

と
す
る
と
と
も
に
地
元
঎
店

な
ど
で
利
用
さ
れ
る
制
度
の

構
築
を
。
ᶍ
؍
光
٬
増
加
に

向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
を
拡
充
し
、
お
も
て
な

し
の
心
を
持
っ
て
取
り
組
む

こ
と
。
ᶎ
ふ
じ
さ
わ
॓
ަ
流

館
は
、
学
校
の
Ն
ٳ
み
研
究

や
課
外
त
業
の
教
材
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
。
ᶏ
い
じ
め

を
人
ご
と
と
せ
ず
、
生
ె
た

ち
が
立
ち
上
が
る
ス
ク
ー
ル

バ
デ
ィ
制
度
や
い
じ
め
防
止

教
室
の
拡
大
と
相
談
૭
ޱ
の

さ
ら
な
る
拡
充
を
。

ࠃ
ຽ
݈
߁
อ
ݥ
ྉ

Ҿ
͖
Լ
͛
Δ
΂
͖

日
本
共
産
党
藤
沢
市

議
会
議
員
団　

４
人

ϙ
Π
ϯ
τ
੍
౓

঎
ళ
֗
Ͱ
ͷ
ར
༻
Λ

自
民
ク
ラ
ブ
藤
沢　

５
人

す
べ
き
。
④
新
産
業
の
৿
の

整
備
と
ଜ
岡
新
駅
建
設
は
中

止
す
べ
き
。
⑤
公
共
料
金
の

஋
上
げ
は
見
ૹ
り
、
市
民
の

暮
ら
し
を
応
援
す
べ
き
。
⑥

生
活
保
護
の
ケ
ー
ス
ϫ
ー
カ

ー
の
人
数
を
国
基
準
ま
で
引

き
上
げ
、
生
活
困
ځ
者
に
寄

り
ఴ
う
対
応
を
。
⑦
食
ྐ
の

地
産
地
消
を
進
め
、
೶
家
に

対
す
る
Ձ
格
と
所
ಘ
の
保
障

を
。
⑧
中
学
三
年
生
ま
で
の

医
療
費
ແ
料
化
に
当
た
っ
て

は
、
所
ಘ
制
限
や
一
部
負
担

金
導
入
は
や
め
、
一
日
も
早

い
実
施
を
。
ᶋ
公
共
工
事
の

地
元
優
先
の
発
஫
方
式
の
࠾

用
、
公
ܖ
約
৚
例
制
定
、
小

規
模
؆
易
ొ
࿥
制
度
の
実
効

あ
る
運
用
を
。
ᶌ
有
料
ご
み

ା
は
当
面
半
額
に
す
べ
き
。

ᶍ
ब
学
援
助
は
子
ど
も
た
ち

が
ݞ
身
が
ڱ
く
感
じ
な
い
よ

う
な
ਃ
੥
方
法
に
改
善
を
。

ᶎ
住
୐
リ
フ
Ỽ
ー
ム
助
成
制

度
の
ࢥ
い
切
っ
た
拡
充
を
。

ᶏ
特
別
養
護
老
人
ϗ
ー
ム
建

設
計
画
を
立
て
、具
体
化
を
。

化
に
向
け
、
人
材
育
成
に
努

め
る
と
と
も
に
、
必
要
な
人

員
の
増
加
を
。
④
県
か
ら
の

さ
ら
な
る
事
務
権
限
の
Ҡ
ৡ

の
可
能
性
を
୳
る
と
と
も
に
、

近
隣
市
町
と
の
連
携
や
特
区

制
度
を
活
用
し
た
行
政
課
題

の
解
決
に
向
け
て
果
׶
な
取

り
組
み
を
。
⑤
ロ
ボ
ッ
ト
ス

ー
ツ
を
活
用
し
た
܇
࿅
費
助

成
制
度
に
つ
い
て
、
利
用
者

の
利
ศ
性
向
上
に
資
す
る
施

策
展
開
を
。
⑥
認
可
外
保
育

園
が
担
っ
て
い
る
役
割
に
஫

目
し
、
今
後
必
要
な
子
育
て

支
援
の
あ
り
方
の
検
討
を
。

⑦
一
色
川
整
備
計
画
は
、
で

き
る
限
り
の
期
間
୹
縮
と
事

業
費
の
ѹ
縮
に
向
け
努
力
と

工
夫
を
。
⑧
防
災
備
஝
૔
庫

の
維
持
؅
理
に
は
シ
ス
テ
ム

的
な
؅
理
手
法
の
検
討
を
。

ᶋ
地
元
೶
ச
産
物
の
消
費
促

進
に
向
け
て
さ
ら
に
஫
力
を
。

り
学
श
施
設
と
し
て
有
効
活

用
を
。
③
団
地
の
空
き
室
に

つ
い
て
、
利
活
用
及
び
支
援

体
制
の
構
築
を
。
④
投
票
率

向
上
に
向
け
積
極
的
な
投
票

所
整
備
を
。
⑤
市
県
民
੫
等

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
ೲ
付

の
導
入
推
進
を
。
⑥
ւ
水
ཋ

場
の
水
質
調
査
に
関
し
、
市

ಠ
自
の
調
査
で
実
態
把
握
を
。

⑦
集
合
住
୐
と
戸
建
て
間
の

ご
み
収
集
格
差
を
解
消
す
る

た
め
、
大
型
集
積
所
の
設
置

や
更
新
へ
の
助
成
制
度
新
設

を
。
⑧
市
外
民
間
企
業
と
連

携
し
、
藤
沢
産
೶
水
ச
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
力
ڧ
化
を
図
り
、

地
産
地
消
と
の
྆
ྠ
展
開
を
。

ᶋ
辻
堂
駅
ԕ
藤
線
の
ौ
଺
解

消
に
向
け
た
施
策
推
進
を
。

Ұ
৭
઒
੔
උ
ܭ
ը

ظ
ؒ
୹
ॖ
ͷ
޻
෉
Λ

さ
つ
き
会　
３
人

⁋
ಊ
Ӻ
ԕ
౻
ઢ
ͷ
ौ
଺

ղ
ফ
ͷ
औ
Γ
૊
Έ
Λ

改
進
無
所
属
ク
ラ
ブ　
２
人

ࡒ
੓
೉
΁
ͷ
ର
Ԡ

࠶
ͼ
څ
༩
ͷ
࡟
ݮ
Λ

ふ
じ
さ
わ
維
新　
１
人

ࡒ
੓
ͷ
݈
શ
Խ
ͷ
ݤ
͸

৘
ใ
ެ
։
ͱ
ॅ
ຽ
ڠ
ಇ

ア
ク
テ
ィ
ブ
藤
沢　
１
人

ප
ࣇ
อ
ҭ
ࢪ
ઃ
ͷ
ઃ
ஔ

޷
ػ
Λ
ଊ
͑
ਪ
ਐ
Λ

藤
沢
市
民
と
歩
む
会　
１
人

େ
ن
໛
ެ
ڞ
ࢪ
ઃ
Ͱ
΋

໦
଄
ͷ
ੵ
ۃ
࠾
༻
Λ

市
民
派
ク
ラ
ブ　

１
人

②
少
子
超
高
齢
化
に
よ
る
੫

収
減
や
、
公
共
施
設
の
再
整

備
、
ැ
助
費
の
増
大
等
に
よ

る
ࡒ
政
難
に
備
え
、
市
民
に

֮
ޛ
が
఻
わ
る
一
க
団
結
し

た
取
り
組
み
と
し
て
、
ま
ず

議
員
み
ず
か
ら
が
給
与
削
減

に
踏
み
切
り
、
職
員
も
再
び

給
与
を
ಠ
自
削
減
す
る
こ
と
。

③
教
育
委
員
会
組
織
内
部
の

改
ֵ
、
変
ֵ
を
す
る
べ
き
。

は
機
能
集
約
と
ス
リ
ム
化
で

市
民
と
議
論
を
。
ক
དྷ
負
担

を
࢒
さ
͵
た
め
ࡒ
政
運
営
基

本
指
針
の
策
定
を
。
片
瀬
山

を
初
め
と
す
る
居
場
所
づ
く

り
は
、
積
極
的
空
き
家
活
用

と
「
支
援
ष
」
の
し
な
い
担

い
手
が
寄
り
ఴ
い
ָ
し
む
支

援
で
。
情
報
公
開
や
住
民
協

働
を
ベ
ー
ス
に
し
た
市
政
運

営
を
ݤ
に
ࡒ
政
の
健
全
化
を
。

け
る
こ
と
で
減
少
す
る
助
成

費
を
、
教
育
費
等
の
子
育
て

支
援
に
充
て
る
こ
と
の
影
響

を
調
査
し
、導
入
の
検
討
を
。

③
ࣇ
ಐ
支
援
担
当
教
་
を
一

ࠁ
も
早
く
全
校
に
配
置
す
る

こ
と
。
④
藤
沢
市
教
育
情
報

化
推
進
計
画
に
よ
り
進
め
ら

れ
て
い
る
小
学
校
の
校
務
用

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
整
備
を
、

前
౗
し
し
て
進
め
る
こ
と
。

の
त
業
と
ク
ラ
ス
単
位
の
活

動
と
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ݸ
性
に
対
応
で

き
ݸ
人
が
ଚ
重
さ
れ
る
公
教

育
の
あ
り
方
を
目
指
す
べ
き
。

③
市
職
員
の
給
与
に
つ
い
て

は
、
市
民
か
ら
厚
۰
と
ࢥ
わ

れ
な
い
給
与
水
準
を
目
指
し

て
い
く
べ
き
。


